南病棟チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


平成29年　1月　31日（火）　　　　　　　　司会：小泉　彰　　記録：大久保　采桂

	相馬
	山内
	松舘
	菊地
	小泉
	本川
	斉藤
	藤田
	野村
	秋山

	○
	○
	明け
	準夜
	○
	Ａ留守
	○
	明け
	準夜
	公休

	新田
	橋本
	見上
	矢幅
	小原
	北向
	石橋(清)
	松橋
	萬谷
	勝田

	○
	公休
	公休
	○
	○
	ＣＤ

留守
	明け
	公休
	ＣＤ

留守
	ＣＤ

留守

	宮川
	大久保
	石橋（菜）
	金谷
	大谷地
	小滝
	北山
	玉舘
	甲地
	

	公休
	○
	公休
	準夜
	○
	欠勤
	Ａ留守
	業務
	業務
	


出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・入浴について～入浴を入れる際にはＣＤユニットを終了してから、ＡＢユニットを入れて下さい。

・排便について～患者様の排便状況が排泄表に記入されていない事が多い為、準夜帯で確実に記入して下さい。また、排便が出ていない人で予測指示を使用した際には、フローシートへの記入も忘れず行って下さい。

・2/7にＡユニットで入院患者様を受け入れる予定です。各自周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・小笠原　澄子様～本日採血(セット3、貧血)を実施しています。本日採血の結果や本人の状態にて、ﾄﾞﾈﾍﾟｼﾞﾙが3㎎から5㎎へ増量、オランザピンが止め、ルネスタが追加処方となっています。また、隔絶解除となっています。明日10：00に主治医面談があります。明日、バスで来るとのことです。天候によって遅れる可能性がありますので、各自周知お願いします。

・五十嵐　恵子様～最近、食事摂取の際に時間を要していたり、顔色不良が見られています。本日採血（セット3、貧血）実施しています。ＡＬＰ2136が高値であり、γ-ＧＴＰ567と異常値であり、薬剤性による可能性があるため、本日夕よりコントミンが止めとなります。不穏時にはﾘｽﾊﾟﾀﾞｰﾙ液0.5㎎1～2Ｐ服用の指示あり、一度に2Ｐでも可能との事です。全身状態と身体症状の観察を行っていきましょう。

・大崎　トシ様～本日面談実施しています。前回の外泊では、1日目は落ち着かない様子はあったが、2日目より皿洗いをしたり落ち着いて過ごせた事から、自宅への退院も検討しているとの事。今後はインフルエンザの流行が落ち着いたら外泊訓練を繰り返し、自宅か施設入所を検討していく事としています。介護保険の支払いは仕事のためできていないとのこと、生活保護の受給などは今後の生活の場が決まり次第行っていく事としています。

・和田　邦行様～ご家族様から折り返し連絡があり、インフルエンザのことについて伝えています。衣類を持っていくとのことで木曜日に来院されます。お菓子を確認し、必要であれば御家族様へ連絡をして下さい。発熱が続いているので、アンヒバ(200)２つを挿入しています。カロナール処方となっています。主治医から酸素飽和濃度の測定の指示があります。

・佐々木　助一様～本日、背部と右腋下に発赤疹があり、デルモゾールDPを塗布し、深澤Drへ報告しています。次回、皮膚科の診察の際に診ていただきます。

・田野端　忠夫様～本日、37.5℃の発熱があり、Bユニット102号室からAユニット121号室へ居室移動しています。インフルエンザテストの指示があり、結果が陰性の際には明日、インフルエンザテストの指示を頂いてください。カロナール処方となっています。

＜要注目患者様＞

・平　勝利様～本日は37℃台で経過しています。時折、自室から出てくる事あり、介入要しています。倦怠感の訴え等の感冒症状はないです。

・松倉　冨美子様～本日は36℃台で経過しています。食事は各食全量摂取されています。悪寒の訴えなく、顔色良好です。

・和田　邦行様～食事は朝全量摂取されています。活気ない様子でベッドから立ち上がる際にフラツキみられています。昼食は主食、汁全量、副食2/3摂取されています。目がうつろで体温が38.6℃あります。安静臥床を促し、臥床されています。本人様から不調の訴えないです。体温が上がってきているので、重症化しないように観察していきましょう。

・岩舘　邦子様～本日はバイタルの異常無く経過しています。10時に痰鳴あり、吸引しています。酸素飽和濃度は91～92％です。

・中川原　一夫様～本日はバイタル異常無く経過しています。柵の上に足を乗せる事があり、介入要しています。酸素飽和濃度は95％です。痰鳴があり、吸引しています。尿道肛からの膿は持続して出ています。

・北向　みつる様～処置時に左臀部0.5×0.5の表皮剥離があり、アズノール＋ラップで対応しています。

・和田　すゑ様～内出血は持続しているが、新たな内出血はありません。

・小澤田　明彦様～本日は36.8℃で経過しています。朝食時にむせこみありましたが、昼食時はむせこみなく全量摂取されています。

・小笠原　澄子様～36.5～36.6℃で経過しています。覚醒状況が良好なため、椅子に座り、食事を摂取されています。口腔内にため込みはありません。本人様は倦怠感を訴えています。昨日の夜に起きてくることあります。放尿の後もあったとのことで転倒に注意し観察していきましょう。

・板垣　蔚城様～食事の際にむせ込みが見られています。食事変更で汁をトロミへ変更します。

・五十嵐　恵子様～食事の際に時間を要しています。顔色不良で本日採血(セット3、貧血)を実施しています。本人様は「体だるい」と倦怠感を訴えています。食事の席を変更し、様子観察していきましょう。採血の結果、ALPが2136、GTPが567で薬剤性の可能性が高い為、コントミンを本日の夕から中止とし、不穏時のリスパダール液0.5ml1P～2P(一度に2P使用していいとのこと)の対応の指示が出ています。

・元沢　ナヨ様～昨日の準夜帯でオムツ外しとオムツ破きがあり、起きて歩いていたとのことです。また、ベッドから降りることもあるので、転倒・転落に注意し観察していきましょう。

・福田　りわ様～夜間帯、大声で叫ぶことがあり、睡眠が十分に取れていないことがあります。夜間帯に何かあった際にはカルテに記載するようにして下さい。

・林　恵司様～睡眠状況を記載していますが、規則正しく睡眠とる事が出来ています。もう少し様子を見るとのことで継続して睡眠状況の確認をしていきましょう。

＜定期薬＞

・柏井　順子様～クエチアピン(12.5)1T　1×vdsが中止となります。

＜褥瘡評価＞

・北向　みつる様～評価は変わらず、24点。処置は継続して行いましょう。

・中川原　一夫様～評価は変わらず、18点。褥瘡が悪化している為、ポジショニングを確実に行いましょう。

・高橋　礼子様～評価は変わっていません。処置を継続して行い、体交も確実に行っていきましょう。

・関川　良雄様～踵の褥瘡は治癒しているので、終了です。くるぶしは引き続き処置と体交を確実に行っていきましょう。

・山下　ヨシ様～処置を継続していきましょう。臀部が乾燥するので、軟膏を塗布して下さい。

・和田　すゑ様～褥瘡が治癒しているので、バルーンを外します。今後へ向けて面談の設定をして下さい。

